
多様な考え方にふれることで主体的な活動を引き出す言語活動の設定

第４学年 「すがたをかえる水」

多久市支部 緑が丘小学校 松瀬 清朗

１ 単元計画（本時１～２／７）

第１次 あたためたときの水のようす・・・４時間

第２次 ひやしたときの水のようす・・・・２時間

第３次 水のすがたと温度・・・・・・・・１時間

２ 本時の目標

○ 水が温度によって、どのように変化していくかに興味・関心をもち、水の変化を進んでしらべよ

うとすることができる。＜関心・意欲・態度＞

○ 水を温め続けたときの変化を調べ、その過程や結果を記録することができる。＜技能＞

○ 水の温度が 100℃くらいになると沸騰し、沸騰している間は熱し続けても温度が変わらないこと
を理解することができる。＜知識・理解＞

３ 授業の実際

児童の学習活動や主な反応 具体的な指導（理科授業のポイント）

１ 身の回りや自然の中で、水がいろいろな姿に ○ 数日前の雪の日にできていた「つらら」を見

変わっている現象を話し合う。 せ、もともとは水であることを話す。

・あたためるとお湯になる。 ・冷やすと氷になる。 ○ 様々な生活場面を想起させる。

・湯気が出る。ぼこぼこあわも出る。

２ 本時の問題をつかむ。 ○ 温め続けたときと冷やし続けたときに分けて、

実験をすることを伝える。

水はあたためつづけるとどうなるか、水のようすとそのときの温度を調べよう。

３ 実験方法を確認し、準備をする。 ○ 実験に必要な道具、材料を考えさせる。

○ 安全面について留意すべきことを確認させる。

４ 結果を予想する。（一人で） ○ ワークシートに、予想する温度や体積の変化

【あれこれタイム】 とそう考えた根拠を言葉で書かせる。

○ これまでの学習や経験をもとに考えさせる。

ラーメン作った

ことある？今朝は氷が張ってたね。

水を温めるっ

てどんな場面

かな？

料理する時？

お風呂？

あっ！教室の

ストーブも！



５ 予想とその根拠を友だちと伝え合う。 ○ はじめは同じグループの友だちと意見交換さ

（グループの友だち→他のグループの友だち） せ、続いて他の友だちとも自由交流させる。

【なるほどタイム】

○ 理由や根拠が大切であると呼びかけ、お互い

に確かめ合わせる。

６ 実験し、様子や結果を記録する。 ○自分や友だちが予想したことと比べながら、結

果を記録していくよう呼びかける。

７ 結果を確かめ合う。

・水は熱し続けると、あわや湯気が出てくる。

８ 学習のまとめをする。 ・100℃くらいになると、水の中からさかんにあわが出る。

この状態を、「沸騰」という。

・沸騰している間は、熱し続けても温度は変わらない。

４ 考察

本時では，実験に対する自分の予想をしっかりと立て、その根拠を友だちに伝え合う場面（「あれ

これタイム」→「なるほどタイム」）を設けた。成果と課題を以下にまとめてみた。

＜成果＞

○ 予想の根拠をしっかりと書き表す活動を設定したことで、これまでの学習や普段の生活場面と

本時の学習を結びつけて考えることができていた。また、その後の「なるほどタイム」で、書い

たことをもとに積極的に意見交換をする姿が見られた。

○ 「なるほどタイム」を、全体の場ではなく自由に誰とでも意見交換ができるようにしたことで、

自分の考えを表現し受けとめてもらえる喜びを多くの児童が感じ取ることができていた。

○ 実験活動への関心・意欲が高まり、準備や記録、まとめなどを人任せにする児童がほとんど見

られなくなった。一人ひとりの積極的で主体的な活動を引き出すことができた。

＜課題＞

● 実験の結果から分かったことをまとめる過程においても、話し合い活動の場面設定やイメージ

を言語化する力を伸ばす手立ての工夫を行っていきたい。

● 他の教科でも、互いの考えを自由に伝え合う活動を積極的に取り入れ、自分の考えや集団の考

えを深めたり広げたりする力を伸ばしていきたい。

男子３人以上、女子３人

以上と意見交換しよう！
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予想と違うな。
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なくなったね。

ふしぎだな。


